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証明 任意の有界閉区間は単位閉区間 と同相なので，

がコンパクトであることを示せばよい．

を の任意の開被覆とするとき，

は有限個の により被覆されることを示す．

被覆の定義により，ある に対して となる．

は開集合であって，

は部分空間 における点  の基本近傍系だから，

ある が存在して
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[0, [a Mλ⊂ となる．　（次のスライドに続く）

the Heine-Borel Covering Theorem
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とおくと，直前のスライドでの議論から なので， である．

そこで， とおく．
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なる が存在する．

の定義から が有限個の で覆われるような，

なる が存在する．

このとき， は有限個の で覆われる．

もし だとすると， より なので，

の定義から   
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となり， に矛盾する．

よって となるが，このとき

有限個の で覆われていた は に一致する．
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証明 コンパクト性の定義から明らか．

開被覆 を考えれば明らか．
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なので，

ただし，

であることに注意すれば，

上記は教科書 定理 の証明の最後の部分 に書かれた事柄である

（その解説は授業で行なった）．
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（ が の触点であること）から従う．
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1

の有限交叉性から x の基本近傍系の

任意の元

開



おまけ

Tychonoffの定理から選択公理が導かれる．
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